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世界第7位の自動車技術サプライヤーであるフォルヴィアは、フォルシアとヘラーの技術および生産上の強みを補完し合うことで構成されています。世界40カ国以上に260以上の工場
と78のR&Dセンターを持ち、15,000人以上のエンジニアを含む15万人の従業員を擁するフォルヴィアは、現在および将来の自動車産業の課題に対して独自の包括的なアプローチを
提供しています。6つのビジネスグループと13,000件以上の特許を有する強力なIPポートフォリオで構成され、世界のカーメーカー各社からイノベーションおよび統合のパートナーとして選ば
れることに注力しています。2023年度のグループ連結売上高は272.5億ユーロでした。フォルヴィアは、ユーロネクスト・パリ市場にFRVIAのニーモニックコードで上場しており、CAC Next 
20、CAC SBT 1.5°インデックスの構成銘柄に名を連ねています。フォルヴィアは、モビリティの変革を予見し、実現することを約束するチェンジメーカーとなることをめざしています。 
www.forvia.com 

 

フォルヴィアについて 

 
*当リリースは、2月3日にフォルヴィアがフランスで発表した英文リリースの抄訳です 
2025.02.04 
 

秋山勝司がJIKA事業地域エグゼクティブ・ヴァイス・プレジデントに就任 

世界第7位の自動車技術サプライヤーであるフォルヴィアは、2025年2月1日付で秋山勝司がJIKA (日本、
インド、韓国、ASEAN)事業地域エグゼクティブ・ヴァイス・プレジデントに就任したことをお知らせします。北
米事業地域エグゼクティブ・ヴァイス・プレジデントに就任したフランソワ・ターディフの後任となります。 

秋山勝司は、ヴァレオジャパンやジョンソンコントロールズ日立空調のグローバルCEOを歴任するなど、20年
以上にわたり経営幹部としての経験を持ち、事業の成長とオペレーショナル・エクセレンスの推進において確
固たる実績を示してきました。 
 
フォルヴィアCEO、パトリック・コラーのコメント：  
「戦略的に重要な地域のエグゼクティブ・ヴァイス・プレジデントに就任する秋山勝司を心から歓迎します。
豊富なリーダーシップ経験とアジアの自動車業界に対する深い理解を持つ秋山は、フォルヴィアの「West 

to East」戦略の推進を担うのに最も適した人材です。彼の専門知識は、アジアのOEMとのパートナーシッ
プを強化し、同地域におけるフォルヴィアのブランドプレゼンスを高める上で大きな力となるでしょう。」 
 
JIKA事業地域エグゼクティブ・ヴァイス・プレジデント、秋山勝司のコメント：  
「JIKA事業地域を率いることを大変名誉に思います。自動車業界で30年以上の経験を積んできました
が、このダイナミックな業界に戻り、その継続的な変革に貢献し、情熱を注いできた業界でキャリアを終える
ことができることを嬉しく思います。この地域は、当グループの戦略的方向性にとって極めて重要であり、地
域のOEMとの関わりを加速させ、当グループのプレゼンスを強化し、卓越したオペレーションを推進すること
を楽しみにしています。この取り組みを主導し、これらの主要市場で野心的な目標を達成するために、当グ
ループの才能あるチームと協力していくことを光栄に思います。」 


